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Bibliographic databases are provided as web services from various agencies. Since entities (e.g., persons, books,
and papers) are not linked across other databases, users need to repeat searches at each database. This paper
propose a method for mapping entities across databases using MediaWiki.

1. はじめに
現在 Web 上には，「CiNii」[1] や「J-GLOBAL」[2] 等の，

Web上で閲覧することのできる論文や書籍等の文献検索サイ
トと呼ばれるサービスが存在している．過去から最新の研究成
果や，関連研究の調査の際に非常に便利なサービスとして多
くの研究者に利用されている．しかし，それぞれ別々の機関に
よってメタデータが管理されているため，複数のサイトを横断
的に検索することができない．そのため，網羅的に文献を探し
ているユーザにとっては，複数のサイトで検索を繰り返す必要
があり，非常に手間がかかってしまうというのが現状である.

本研究では，機関の枠を超えて文献情報を横断的に検索す
ることを可能にするサービスの開発を目的としている．このた
めには各機関がメタデータに対してそれぞれ割り当てている固
有の識別番号 (論文 ID，著者 ID等)を互いに対応付ける必要
がある．そこでMediaWikiを用いることによって，複数の文
献検索サイトのメタデータを容易に対応付けることを可能にす
る枠組みを提案している．本論文では，主に人物情報を対象と
して，MediaWiki上で対応付けが可能であるかどうかを検証
した結果を報告する．具体的には，各文献検索サイトから機械
的にメタデータを収集し，MediaWikiに自動的に登録するシ
ステムを試作し，登録されたデータを人手で名寄せする作業を
行い，MediaWikiの仕組みが有効であることを示す．

2. 文献検索サイトの統合
国立情報学研究所の「CiNii」や，科学技術振興機構の「J-

GLOBAL」等の文献検索サイトが様々な機関から提供されて
いるが，横断検索等のサービスの統合はなされていない．例
として「CiNii」の著者情報のページから他機関のサービスで
ある「J-GLOBAL」へのリンクというものが存在しているが，
あくまで「J-GLOBAL」でその著者の名前を検索した結果の
ページへのリンクであり，直接「J-GLOBAL」の著者情報ペー
ジへリンクされているわけではない．これは国立情報学研究所
と科学技術振興機構がそれぞれ所有している情報に対して，そ
れぞれが独自に割り当てている識別番号（論文 IDや著者 ID

等）が互いに対応付けられていないために起こる問題である．
お互いの機関との対応付けを行おうとしても、それぞれが情報
の管理に独自の規格 (メタデータフォーマット)を利用してい
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るため共通のメタデータフォーマットを作成するためには人手
や時間等の多大なコストを各組織が支払わなければならないた
め，対応付け行うことは難しい．
さらに著者データベースでは著者の所属の変更や，結婚な

どの理由による姓名の変更によって発生する重複レコードや同
姓同名の複数の人物のレコードを機械的に判別し修正すること
は難しい [3]．そこで人手による修正が必要になってくるがこ
こでもいくつかの問題がある．一例として「CiNii」では，重
複レコードが存在していることに気づいたユーザによる「同一
人物の報告」という機能が存在する．しかし，ユーザによる報
告の後，機関の人間が確認し報告が正しければ修正を行うとい
うように，間違いの発見から修正まで時間がかかってしまうと
いう．他のサイトにおいては，著者情報の修正を行うことがで
きても自分の情報のみであり，他の著者情報の間違いを発見し
ても修正することができないので，著者本人が間違いに気づく
まで情報が間違ったままとなっているのが現状である．
そこで本研究では，各機関を間接的につなぎ機関の情報を

横断的に検索するサービスの開発を目的とする．さらにユーザ
の手で情報の修正を即座に行える仕組みを取り入れるというこ
とが本研究の特徴的な点である．　この目的のために，それぞ
れの機関のメタデータに割り当てられている IDに着目し，同
一の情報同士の IDを各サイトから収集し，対応付けを行うこ
とでサイトを統合するシステムをMediaWikiを利用して構築
する．図 1に ID統合の概念図を示す．

図 1: ID統合の概念図
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図 1 に示すように，従来の文献検索サイトは一方向のハイ
パーリンク等のつながりが存在するのみであったが，本システ
ムは各機関の IDを対応付けることで間接的にサイトをつなぐ
ことを可能にしている．また，MediaWikiを利用することで
ユーザが情報に間違いを発見した場合，そのユーザの手で即
座に修正をすることも可能になる．本研究では，機関の所有す
るメタデータの内，主に著者情報を対象としてまず手始めに
MediaWiki上で対応付けを行う．

3. 関連研究
様々な機関の所有するデータをつなぐ研究として Linked

Data と呼ばれる取り組みが近年行われ始めている [4][5]．
Linked Data の実例として美術館や博物館の所有するデータ
を集めて関係づけた LODACMusiam[6] というサービスが公
開されている．美術館や博物館が持つ情報に加え，Wikipedia

の情報とも関連付けられており，様々な側面から情報を得るこ
とができるサービスとなっている．Linked Data の研究では
ひとつの実体に対してひとつ ID があることが前提であるが，
実際には同じ実体に対してそれぞれの機関が IDを独自に割り
当てているのが現状である．本研究では実体に対して統一的な
ID を割り当てることを目的とせず，それぞれの ID 同士を対
応関係で結ぶことでつなぐというアプローチをとる．
また著者のリンクリゾルバを作成する「研究者リゾルバー」

[7]というサービスが国立情報学研究所により提供されていて，
様々なサイトにある研究者の情報を集約して，アクセスしやす
くしている．ここでは科学技術振興機構の研究開発支援総合
ディレクトリ「ReaD」[8]へのリンクという機能があり，国立
情報学研究所の科学研究費補助金データベース「KAKEN」[9]

における IDの対応関係を用いて直接リンクすることができる
[10]．しかしユーザが著者の情報に誤りを発見した場合には修
正する手段がなく，機関による修正を待つか，機関へ直接問い
合わせるという方法しかない．本システムでは，ユーザの手に
よって情報を修正することができるという点が相違点である．
文献情報を横断的に検索することのできるサービスとして

「 Google Scholar」[11]がある．Web上に存在する様々なデー
タベースを横断的に検索することができる非常に有用なサー
ビスである．しかしある著者の執筆した論文を検索する場合，
「Google Scholar」では著者名をクエリとして単純に文字列一
致した検索結果を表示しているため，検索結果が本当に求めて
いる著者の論文なのか，または同姓同名の別の人物の論文なの
かの判断はユーザに委ねられているという問題点がある．図 2

に「Google Scholar」で「田中一郎」を検索した結果の画面を
示す．図 2に示すように，一番上の論文の著者の「田中一郎」
と二番目の論文の「田中一郎」が別の人物なのか，または同一
人物なのかは，ユーザに著者の研究分野等の事前知識がなけれ
ば一見して分からない．その点本提案手法を利用したシステ
ムは，機関ごとの著者の対応付けがなされるので，検索結果は
ユーザが求めている著者の論文であるという保証がなされる．

4. 機関横断型文献情報Wikiの構築
4.1 MediaWikiとは

MediaWikiとは，オンライン百科事典であるWikipediaに
も利用されているウィキソフトウェアであり，OSであるLinux，
Webサーバである Apache HTTP Server，データベースであ
るMySQL，スクリプト言語である PHP環境で動作が保証さ
れている．

図 2: Google Scholarで田中一郎を検索した結果

MeidaWiki の基本的な特徴として，HTML よりも簡単な
構文規則でページを記述することができるというものがある．
MediaWikiのアカウントを取得すれば，誰でも自由に情報の
修正，追加が可能になるので，ユーザが間違いを発見した場
合，そのユーザが即座に情報を修正することができる．ページ
の編集履歴が残るので，誤った編集をしてしまった場合でも簡
単に元の状態へ戻すこともできる．他にも「bot」と呼ばれる
自動編集プログラムがあらかじめ用意されており，大量の編集
を機械的に行うことができる．人手と機械の 2 つの方法によ
る柔軟な編集ができるという点がMediaWikiの利点である．

4.2 メタデータの収集
本システムでは，各サイトの所有するメタデータを，サイト

内の人物情報ページをスクレイピングすることで機械的に収集
する．各サイトから収集するメタデータの一覧を表 1に示す．

表 1: 各サイトから収集するメタデータの一覧表

サイト名 収集するメタデータ
CiNii 名前 所属 ID - 所蔵論文 -

J-GLOBAL 名前 所属 ID 研究分野 所蔵論文 HPアドレス
研究者リゾルバー 名前 - ID 研究分野 - キーワード

表 1 に示すように，各サイトから，メタデータに割り当て
られている「ID」と，「名前」，「所属機関」といった人物に関
する基本的な情報に加え，「研究分野」や，「論文の一覧」等の
ように人物を特定するために参考となる情報を収集する．今回
は検証のために東京電機大学の教員計 335 名の人物情報を対
象としている．

4.3 Wikiへの登録
収集したメタデータのWikiへの登録は編集 botにより機械

的に行う．ページタイトルはそのサイトにおける IDとする．登
録された人物情報の例を図 3に示す．図 3は著者「増田英孝」の
「J-GLOBAL」でのメタデータページである．「J-GLOBAL」
における「増田英孝」の IDは「200901009424739052」なの
でページタイトルは「J-GLOBAL:200901009424739052」と
なる．ページ内の項目は，サイトから収集したその人物の基本
情報を記載する．このようにしてページを作成していき，同
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図 3: 登録されたメタデータページの例

名の著者のページをその人物名をページタイトルとした人物
名ページに一覧としてまとめる．図 4 に人物名ページの例を
示す．

図 4: 作成された人物名ページの例

この例の場合，「J-GLOBAL」に一件，「CiNii」に二件レコー
ドが存在するので，図 4 に示す通り「増田英孝の人物名ペー
ジ」には三つのページがまとめられることになる．

4.4 各サイトのメタデータの対応付け
各サイトから収集したメタデータがWikiに登録された段階

では，各サイト間の対応付けがなされていないので，同一著者
のページを対応付けるという作業を行う必要がある．現状では
この作業は人手で行なっている．図 5 に対応付けのイメージ
図を示す．
図 5 のように，編集者は，人物名ページにまとめられた著

者情報ページ内の，論文の一覧や，所属，研究分野，研究キー
ワード等の情報をもとに同一人物であるかの判断を行い，同一
人物であった場合にはページ同士をリダイレクト関係にする．
リダイレクト先は「J-GLOBAL」のメタデータページとする．
理由としては「J-GLOABAL」の人物情報ページは同姓同名
の区別がなされレコードの重複が存在しない．そのため他のサ
イトのページから「J-GLOBAL」のメタデータページにリダ
イレクトさせることで，一人の人物に対して一つのレコードと
いう関係が可能になるためである．リダイレクトをさせるため
にはリダイレクト元のページをリダイレクトページに変更する
必要がある．ページの編集画面に「#redirect[リダイレクト先
のページタイトル]」という記述を加えるだけでそのページを
リダイレクトページに変更することができる．このリダイレク
ト先のページに対して「リダイレクトしているページのタイト
ルの一覧」を取り出す．タイトルは各機関における IDなので，

図 5: 対応付けのイメージ

このリダイレクト関係が IDの対応表として機能する．このよ
うな対応付けを行なっていくことで最終的に人物名ページは，
同名の異なる人物の区別をするための曖昧さ回避ページとして
機能する．図 6に曖昧さ回避ページとして機能している様子を
示す．同姓同名の人物が存在しなかった場合，人物名ページも

図 6: 曖昧さ回避ページの例

J-GLOBALのメタデータページヘのリダイレクトページにす
る．こうすることで名前で検索すると直接 J-GLAOBALのメ
タデータページヘリンクすることができる．

5. 考察
既存の文献検索サイトでは，ユーザが誤りのある情報を発

見しても機関がその情報を修正するまでに時間がかかってしま
うという問題があった．その点本システムではMediaWikiを
利用しているので，間違いに気づいたユーザがその時点で即座
に編集することができる．しかし，HTMLよりも比較的簡単
な構文規則で記述できるとはいえ，それまでWikiの記法を知
らない人にとって，初めから記法を覚えるということは，編集
をためらう要因となってしまうことが考えられる．編集される
情報の信頼性を向上させるという観点からも，多くの人に編集
に参加してもらうということが必要となる．そこでWikiの記
法を知らなくても編集ができるようにするためのインタフェー
スを現在作成中である．
また同じくMediaWikiを利用したサービスであるオンライ

ン百科事典「Wikipedia」でも問題視されている通り，サービ
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ス内の情報の信頼性という点では，多くの課題がある．アカウ
ントさえあれば誰でも自由に編集できるというMediaWikiの
特徴から，悪意ある編集者が容易にでたらめな情報を追加する
という可能性がある．しかしでたらめな編集が行われているこ
とに他のユーザが気づけば，編集履歴を参照することで即座に
元の状態に戻すことが可能である．そのため多くのユーザが利
用してくれるようになれば情報の修正も多く行われるように
なるため，ある程度の情報の信頼性は確保できるものと考えら
れる．
図 7 に人物名に対する重複レコードの件数の関係をグラフ

に示す．

図 7: 人物名と件数

図 7は各サイトからメタデータを収集し，Wikiに追加する
際に人物名一つに対して同姓同名の別の人物を含む重複レコー
ドが何件存在するかを示している．縦軸は人数，横軸は件数を
表し，「10-」は 10件台 (10件以上 20件未満)を表している．こ
のグラフから東京電機大学の教員 335人中 238人の人物には
重複レコードが 1件から 9件存在する．これはすなわちWiki

に登録された段階では約 70％の人物名ページに 1件から 9件
のメタデータページがまとめられることを意味している．この
範囲であればそれぞれのページを参照し対応付ける作業を人
手で行うことは十分可能であるが，10から 19件の重複レコー
ドを持つ人物は 51人、20から 29件の重複レコードを持つ人
物は 16人と重複レコードが数多く存在する人物も多い．特に
100件以上の重複レコードをもつ人物も 6人存在し，ここまで
膨大な重複レコードを人手で対応付けていくことは現実的では
ない．そこで所属機関等を参考にしてある程度の段階まで機械
的に対応付けを行う仕組みを作る必要があると考えられる．
このように人間の判断による正確な対応付けに，機械的な大

規模編集を組み合わせることのできる環境であるMediaWiki

は今回の目的に適していると考えられる．

6. おわりに
既存の文献検索サイトは，それぞれが別々の機関により提供

されているので，メタデータの対応付けがなされておらず，横
断的に文献を探しているユーザはそれぞれのサイトで検索を繰
り返す必要があった．そこで我々は，各機関が情報に対して割
り当てている固有 IDの対応付けを行い各サイトの情報を間接
的につなぐための仕組みである機関横断型の文献情報統合シス
テムをMediaWikiを利用することで構築した．このシステム
を IDの対応表として利用することで，機関を横断して情報を

収集するということが可能になる．
今後の課題としては考察でも述べた通り，一点目にシステム

内の情報の信頼性の確保という面からより多くのユーザに編集
に参加してもらうために，Wikiの記法を知らなくても編集で
きるようにするためのインタフェースを作成することが挙げら
れる．二点目に所属機関情報等を参考にしてある程度の段階ま
で機械的に対応付けを行う仕組みを取り入れることが挙げら
れる．
将来的には今回作成したシステムを利用して，機関の枠を

超えて情報を収集し，ユーザに提供するシステムの開発を目
指す．

参考文献
[1] CiNii, http://ci.nii.ac.jp/

[2] J-GLOBAL, http://jglobal.jst.go.jp/

[3] 相澤　彰子他, レコード同定問題に関する研究の課題と現
状,電子情報通信学会論文誌 J88-D-I, No. 3, pp. 576–589

(2005).

[4] 武田　英明, Webにおけるアイデンティティとセマンテ
ィックスの表現と利用, 人工知能学会誌 Vol. 24, No. 4,

pp. 512–518 (2009).

[5] 神埼　正英, リンクするデータ、未来へのリンク, 第 19

回 Web インテリジェンスとインタラクション研究会,

http://www.kanzaki.com/works/2011/pub/0307wi2.html

[6] LODACMuseum, http://lod.ac/

[7] 研究者リゾルバー, http://rns.nii.ac.jp/

[8] ReaD, http://read.jst.go.jp/

[9] KAKEN, http://kaken.nii.ac.jp/

[10] 研究者リゾルバー ヘルプ,

http://rns.nii.ac.jp/html/help.html

[11] Google Scholar，http://scholar.google.co.jp/

4


